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1
よ
ろ
し
く
ー

　
社
会
体
育
指
導
員
で
す

　
中
里
村
の
ス
ポ
ー
ツ
を
盛
ん
に
す
る

た
め
に
、
組
織
の
育
成
、
指
導
助
言
、

各
種
ス
ポ
ー
ツ
行
事
へ
の
協
力
等
を
任

務
と
す
る
“
社
会
体
育
指
導
員
”
が
決

ま
り
ま
し
た
。
指
導
員
は
二
年
に
わ
た

っ
て
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
た
め
に
活
躍
す

る
こ
と
に
人
・
っ
て
い
ま
す
。

　
村
民
の
皆
さ
ん
で
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す

「
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
　
　
教
室
、
大
会
」

　
　
　
　
　
　
が
開
か
れ
ま
す

　
今
年
第
一
回
目
の
「
婦
人
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
教
室
」
が
次
の
日
程
で
開
か
れ
ま

す
。
農
作
業
等
で
疲
れ
た
方
も
ど
う
か

頑
張
っ
て
参
加
し
て
下
さ
い
。

　
尚
、
昨
年
度
、
村
内
五
会
場
で
、
回

に
わ
た
っ
て
開
か
れ
た
同
教
室
に
は
、
、

百
名
も
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
が
、

今
年
も
そ
れ
に
負
け
な
い
参
加
者
が
集

ま
る
よ
う
係
で
は
期
待
し
て
い
ま
す
。

◎
六
月
五
日
　
高
道
山
小
学
校

　
　
　
　
　
　
清
津
峡
小
学
校

◎
六
月
六
日
　
田
沢
中
学
校

　
　
　
　
　
　
貝
野
小
学
校

　
　
　
　
　
　
倉
俣
中
学
校

　
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
八
時
か
ら
九

時
三
十
分
ま
で
で
、
社
会
体
育
指
導
員

る
相
談
ご
と
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
気
軽

に
相
談
し
て
下
さ
い
。

井
之
川
将
男

大
島
康
太
郎

こ指大小笹横広高南
の導島林川山田野雲
rに
婦あ憲忠成正文茂
人た一行信樹伊実進
ノくり＿＿　 ＿＿＿＿レまh干角倉田白堀1す　　　　　　羽之
ボ。山溝間俣中毛内1　　　　一　）　 ＿　 ）　 ）　）　 ）

（
通
り
山
）

（
芋
沢
）

（
堀
之
内
）

（
白
羽
毛
）

が
指
導
に
あ
た
り
ま
す
。

　
こ
の
　
　
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
」

は
ト
月
に
も
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　
又
、
教
室
で
練
習
し
た
事
を
発
揮
し

球
技
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
次
の

要
領
で
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
開

催
い
た
し
ま
す
。

◎
期
日
　
六
月
．
一
十
四
日
（
日
）

◎
会
場
　
田
沢
中
学
校
体
育
館

　
試
合
は
九
人
制
で
行
な
い
、
参
加
者

は
既
婚
婦
人
に
限
り
ま
す
。

　
参
加
申
し
込
み
は
六
月
二
十
日
迄
に

公
民
館
へ
。
申
し
込
み
用
紙
は
公
民
館

に
あ
り
ま
す
。

善
意
を
あ
り
が
と
う

　
朴
木
沢
の
山
田
永
信
さ
ん
よ
り
、
故

父
山
田
永
茂
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
、

村
の
社
会
福
祉
協
議
会
に
二
万
円
が
寄

付
さ
れ
ま
し
た
。

▽
俳
句
　
き

散
る
花
畿
手
を
さ
し
の
纏
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
追
い
か
け
吟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芒
　
月

臼
す
み
れ
遠
い
記
憶
の
月
め
ぐ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菊
　
ヂ

さ
ざ
な
轟
韓
鞍
あ
か
り
と
押
し
合
え
り

馨
　
　
蘇
　
　
梢
陽

凄
雛
桜
蕎
旬
禽
げ
新
茶
の
香
り
好
き

父
の
影
母
の
影
踏
み
草
萌
ゆ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
露

入
の
毯
、
も
花
に
な
ぞ
ら
う
葎
の
幸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉

鰻
桑
鱗
識
欝
つ
の
か
宵
の
初
蛙

　
　
　
罷
、
．
、
、
“
態
虫

　
　
　
灘
．
灘
　
　
　
　
　
ぢ

子丘泉且。』

、
鱒
嚇
麟
樋
、
欝
銚

灘
襲
難
　
欝
雛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轟
徳
難
慧

中
里
文
芸
五
月
投
稿
、
．

白
水
仙
や
り
て
根
分
け
を
頼
ま
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
漢
．
零
．

詣
相
撲
の
驚
裾
野
に
跳
夢
購

　
　
　
蒸
　
　
　
爽
．
鷺
．

葉
桜
や
欝
ど
瞬
礫
夕
曜
ご
ろ
　
　
瀦
　
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
馨
轟

鎌
窓
よ
り
頬
に
さ
わ
る
春
の
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
癒
肇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轟
騰
．
雛

盤

鞍臨癬

錨
覇
磯
羅
轡

　
　
む
　

　
と
　
義

’
懲
耀
鰭

　
広馨

騨

人
、
鱗
縦

　
　
　
曽

　
ス
　
、
蕪

・
漣

　
　
　
，
然
ン

撃
　　じロ　　　　　　　　　

　，　の　ろ轟風・
　　ず　癒灘！大

藤饗，＄

　
　
人
生
往
来

◎
産
　
声

　
氏
　
名
　
　
　
父
の
名

樋
口
新
太
郎
　
　
源
和

樋
口
　
　
徹
　
　
義
　
二

山
本
　
麻
衣
　
　
貝
　
夫

南
雲
　
弥
生
　
　
良
　
徳

木
村
友
子
　
　
征
男

山
本
　
清
美
　
　
吉
　
和

上
原
　
健
太
　
　
修
　
三

部
　
落

白
羽
毛

干
溝

山
　
崎

堀
之
内

堀
之
内

上
　
山

荒
屋

◎
高
　
砂

　
斤
5
　
高
橋
　
文
一

藻
良

　
新
婦
大
口
　
さ
よ

　
斤
卜
　
南
雲
長
太
郎
・

篠
良

　
新
婦
　
井
ノ
川
英
子

噺
郎
山
本
眞
二

　
新
婦
斎
喜
さ
と
み

噺
郎
廣
田
公
男

　
新
婦
　
和
気
坂
登
代
美

噺
郎
清
瀧
勝
彦

　
新
婦
服
部
早
苗

（
二
九
）
芋
川

（
一
酉
津
南
町

（
二
八
〉
程
島

（
茜
）
如
来
寺

（
重
小
出

（
一
酉
倉
俣

（
看
）
手
溝

（
看
）
愛
媛
県

（
二
九
）
荒
屋

（
曇
一
）
如
来
寺

◎
昇
天

　
氏
　
名

井
ノ
川
徳
卯

樋
口
善
太
郎

樋
口
克
巳

山
田
　
永
茂

桑
原
ケ
サ
イ

井
ノ
川
ミ
ネ

中
澤
ハ
ル
ェ

樋
口
　
竹
雄

年
　
令

（
葦

（
茜
）

へ
四
五
V

（
九
9

（
春
）

（
全
）

（
楽
）

（
四
二
）

部
　
落

田
　
中

朴
木
沢

干
溝

朴
木
沢

東
田
尻

如
来
寺

通
り
山

　
桂

〔1〕Ill1”ll”なかさと“lllll“III“昭和54年5月25日発行（昭和37年6月27日第三種郵便物認可）1”””IIllllli第274号

　　　　　　　　　　願一幅隙一婆＿　　私たちの村
人　口 7，209（一8）

男 3，582（一14）

女 3，627（十6）

世帯数 1，656（＋2）

4月30日現在

桝
　
　
　

藁
三
7
一

　
　
　
『
．
．
－
、
畝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
％

発行所
辛斤ネ爲り襲［和焦柔マ召君

r戸ヒ旦率・r玄｝i珪角

5
　
5
一

∩
／
】
　
　
　
　
一

　
玩
コ
　
冒

『
則
　
～
一

「
」
－
⊥
甲

－
　
　
　
　
一

　
　
　
一

月
価
一

毎
定
㎝

F
　
匹
1
　
5
　
1
　
一
　
1
　
9
，
　
1
　
9
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
』

薫

㍉

愚
5虚

　
毎
　
季

犠
締爵

’艶猟

　
蠣
鋤

▽
一
年
中
で
一
番
日
が
長
く
、
日
ざ
し

が
強
く
な
る
の
が
六
月
で
、
初
夏
か
ら

真
夏
に
移
り
変
わ
る
と
き
で
す
。

暦
の
う
え
で
は
、
立
夏
（
五
月
六
日
ご

ろ
）
か
ら
立
秋
（
八
月
七
日
ご
ろ
）
の

前
日
ま
で
を
夏
と
い
い
ま
す
が
、
気
象

的
に
は
、
六
月
か
ら
九
月
ま
で
を
夏
と

い
い
ま
す
。

▽
六
月
十
一
日
は
「
入
梅
」
で
す
。

人
梅
は
そ
の
年
に
ょ
っ
て
早
い
遅
い
は

あ
り
ま
す
が
、
本
州
中
部
以
西
で
は
だ

い
た
い
こ
の
こ
ろ
梅
雨
に
入
り
ま
す
。

　
記
録
に
よ
る
と
、
五
月
の
後
半
か
ら

ぐ
ず
つ
い
た
天
気
が
現
わ
れ
、
そ
の
ま

ま
梅
雨
入
り
し
た
年
が
四
〇
％
近
く
あ

り
ま
す
。
梅
雨
と
い
う
の
は
、
梅
の
実

の
熟
す
こ
ろ
降
り
出
す
の
で
こ
う
名
付

け
ら
れ
た
も
の
で
し
ょ
う
が
、
又
、
こ

の
こ
ろ
徽
（
か
び
）
が
生
え
や
す
い
の

で
徽
月
と
も
書
き
ま
す
。

六
月
の
休
日
急
救
医

六
月
三
日
㈲

山
口
医
院
袋
町
中

　
　
曾
二
±
二
七
四

六
旦
冒
㈲

富
田
医
院
神
明
町

　
　
曾
二
±
二
二
六
九

六
旦
七
日
㈹

中
条
病
院
北
原

　
　
曾
七
卜
一
二
〇
一
八

六
旦
四
日
㈲

大
島
医
院
川
原
町

　
　
曾
二
ー
二
九
五
七
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昭和54年度公共事業費
　　　昨年度対比217％の増加

事　　業　　名 路線、河川、地区名等 施工地名 事業費、千円、

道路改良 353 東田尻 250，000

特改一種（新） 353 宮　中 30，000

特改二種 中深見、越後田沢（T） 芋　川 5，000

防　　雪 353 朴木沢 13，500

中深見、越後田沢（T） 倉　俣 15，000

災害防除 353 程島、東田尻 20，000

市町村代行 重　地、小　出 倉　俣 15，000

橋梁 西　方 清津峡橋 42，600

防雪対策 小　原、モ　溝 小　原 15，000

河川局改 堀之川 小　原 16，000

七　川 L　山 10，000

通常砂防 宮　中、貝野川 宮　中 27，000

地すべり防止 ド　山 36，000

団体営圃場整備 小　出 53，200

〃　農道 七　川 61，400

〃　　　　　　　〃 程　島 21，400

道路改良（塩沢共） 353 倉　ド 600，000

団体営圃場整備 第1重地 58，000

開拓地整備 東田沢 38，800

復旧沼山（新） 田　沢 自羽毛 28，080

〃　　　（新） 〃 朴木沢 17，429

〃　　　（新） 倉　俣 西田尻 21，030

〃　　　（新） 堀之内 強清川 28，540

なだれ防止 田　沢 倉　下 5，697
〃 田　代 川原田 2，346

林野地すべり防止 田　沢 角　間 16，350

〃 田　代 家の上沢 23，050

〃 田　沢 土　倉 70，577

保安林改良 田　代 釜つるね 2，010

林　道 小　出、細　戸 小　出 20，000

〃 田　代 釜つるね 30，000

　
八
，
年
度
の
中
里
村
公
共
事
業
費
は
表

の
通
り
で
す
が
、
県
単
事
業
に
つ
い
て

主
な
も
の
は
次
の
通
り
で
す
。

　
清
津
公
園
線
に
道
路
改
修
、
舗
装
、

雪
崩
防
止
そ
の
他
で
二
千
八
百
万
円
。

融
雪
施
設
と
し
て
小
原
に
三
百
万
円
、

新
屋
敷
に
三
百
万
円
。
雪
崩
防
止
で
田

代
に
三
百
万
円
、
舗
装
で
東
田
尻
、
角

間
に
千
八
百
万
円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま

す
。

1
あ
な
た
に
と
っ
て
公
民
館
と
姑
i

二
第
笥
圃
都
市
社
会
教
育
大
会

　
こ
と
し
は
、
社
会
教
育
法
が
施
行
さ

れ
て
三
十
年
。
し
か
も
中
魚
沼
郡
の
全

町
村
に
公
民
館
が
設
置
さ
れ
て
三
十
年

の
記
念
す
べ
き
年
で
す
。

　
そ
こ
で
、
今
年
の
社
会
教
育
大
会
は

公
民
館
の
初
心
を
確
か
め
、
お
互
い
の

実
践
を
交
流
し
な
が
ら
こ
れ
か
ら
の
活

動
の
方
向
を
さ
ぐ
り
合
う
会
に
し
た
い

と
、
次
の
要
領
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
村
内
の
．
社
会
教
育
、
各
種
団
体
・
グ

ル
ー
プ
の
方
々
が
、
多
勢
参
加
下
さ
る

よ
う
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

　
◎
日
時
　
六
月
十
七
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
九
時

　
◎
会
場
　
十
日
町
市
公
民
館

　
◎
内
容
　
午
前
　
講
演
会

　
　
　
　
　
午
後
分
科
会

　
　
　
講
師
寺
中
作
雄
氏

　
　
　
（
我
が
国
公
民
館
生
み
の
親
）

　
　
　
演
題
「
公
民
館
の
初
心
」

　
◎
分
科
会
名

　
O
老
人
ク
ラ
ブ
活
動

　
O
P
T
A
会
員
の
学
習
活
動

　
O
P
T
A
広
報
活
動

　
○
地
域
P
T
A
活
動

　
o
婦
人
会
活
動

　
O
婦
人
学
級
活
動

国
民
年
金
の

免
除
手
続
き
は
お
早
め
に

　
た
だ
今
、
五
十
四
年
度
分
（
五
十
四

年
四
月
か
ら
五
十
五
年
三
月
ま
で
）
の

国
民
年
金
保
険
料
免
除
制
度
を
受
け
付

中
で
す
。
こ
の
保
険
料
の
免
除
と
は
、

失
業
し
て
所
得
が
な
い
、
家
計
が
苦
し

い
な
ど
の
事
情
で
保
険
料
を
納
め
る
の

が
難
し
い
と
認
め
ら
れ
た
人
に
、
そ
の

年
の
国
民
年
金
の
保
険
料
の
納
付
を
免

除
す
る
制
度
で
す
。

　
も
し
こ
の
手
続
き
を
怠
り
、
保
険
料

を
滞
納
し
て
お
く
と
、
将
来
、
年
金
が

受
け
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
免
除
を
受
け
た
期
間
の
年
金
額
は
、

保
険
料
を
納
め
た
場
合
の
三
分
の
一
と

な
り
、
年
金
を
受
け
る
と
き
ど
う
し
て

も
不
利
に
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
免
除
を
受
け
て
十
年
以
内

　
O
幼
稚
園
・
保
育
所
母
の
会
活
動

　
O
青
年
グ
ル
ー
プ
活
動

　
○
公
民
館
．
分
館
（
部
落
館
）
活
動

　
O
読
書
、
・
文
集
活
動

　
O
社
会
体
育
活
動

　
0
文
化
財
保
護
活
動

　
○
民
俗
芸
能
保
存
活
動

　
O
文
化
・
芸
術
活
動

　
参
加
希
望
者
は
六
月
九
日
迄
に
希
望

す
る
分
科
会
名
を
確
認
し
て
公
民
館
（

魯
二
四
九
三
）
へ
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

で
あ
れ
ば
、
そ
の
当
時
の
保
険
料
額
で

免
除
期
間
を
遡
っ
て
納
め
る
こ
と
（
追

納
と
い
う
）
が
出
来
ま
す
。

　
こ
の
追
納
を
す
れ
ば
年
金
額
は
保
険

料
を
納
め
た
人
と
同
じ
く
な
り
ま
す
の

で
、
そ
の
後
ゆ
と
り
が
出
来
ま
し
た
ら
、

是
非
追
納
す
る
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。
免
除
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
役
場

国
民
年
金
係
ま
で
お
い
で
下
さ
い
。

青
少
年
指
導
者
ク
ラ
ブ
の
利
用
を

　
村
で
は
県
の
補
助
を
受
け
て
、
青
少

年
指
導
者
ク
ラ
ブ
を
結
成
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ク
ラ
ブ
は
、
青
少
年
団
体
の
育

成
・
指
導
を
目
的
に
、
ス
ポ
ー
ッ
・
趣

味
・
一
般
教
養
等
に
つ
い
て
、
ク
ラ
ブ

員
を
設
け
青
少
年
団
体
の
要
望
に
応
え

る
計
画
な
の
で
、
大
い
に
御
利
用
下
さ

い
。
又
、
利
用
申
込
み
、
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
　
　
へ

は
役
場
社
会
課
に
御
連
絡
下
さ
い
。
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学
校
紹
介

　1

　倉

俣
暮中

峯学

蓬校
足1

　
　
生
徒
数
　
五
五
名

　
　
教
員
数
　
　
九
名

◎
教
育
目
標

　
「
広
く
深
く
考
え
、
進
ん
で
実
行
す

る
生
徒
」
　
（
に
な
る
）
を
育
て
る
こ
と

を
め
ざ
し
て
い
る
。

　
こ
れ
は
、
昭
和
四
九
年
に
定
め
ら
れ

た
も
の
で
現
在
も
引
き
つ
い
で
い
る
。

そ
れ
以
前
は
、
　
「
自
主
性
を
持
ち
、
科

学
的
で
勤
勉
な
社
会
人
と
な
る
已
と
表

現
さ
れ
て
い
た
。

　
昭
和
四
九
年
は
、
学
級
歎
が
四
か
ら

三
に
、
生
徒
数
も
一
〇
二
名
か
ら
七
一

名
に
減
少
し
た
年
で
、
人
口
流
出
と
生

徒
減
を
強
く
意
識
せ
ざ
る
を
得
な
い
年

で
も
あ
っ
た
。

　
小
規
模
校
で
あ
り
、
沈
み
が
ち
な
生

徒
の
意
気
を
高
め
た
い
と
い
う
、
先
生

方
の
気
持
ち
が
う
か
が
わ
れ
る
。

◎
四
季
の
行
事

　
旧
牧
畑
部
落
周
辺
で
、
各
学
年
・
グ

ル
ー
プ
ご
と
に
ウ
ド
・
キ
ノ
メ
な
ど
を

採
集
し
、
昼
は
肉
汁
炊
さ
ん
。
　
「
協
力

性
」
を
高
め
、
活
動
資
金
を
か
せ
ぐ
こ

と
が
こ
の
日
の
目
的
で
あ
る
。
生
徒
会

の
力
も
相
当
な
も
の
、
軽
く
目
標
を
越

え
た
。

○
夏
、
夏
季
訓
練

　
三
年
間
で
海
・
山
・
キ
ャ
ン
プ
と
一

巡
す
る
。
昨
年
は
守
門
村
の
S
L
ラ
ン

〉
牧
畑
で
の
山
菜
と
り
風
景

ド
・
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
。
本
年
は
大
谷
内

で
の
キ
ャ
ン
プ
を
予
定
し
て
い
る
。

○
秋
、
倉
俣
小
・
中
合
同
運
動
会

　
生
徒
の
ヂ
に
よ
る
計
画
と
運
営
で
進

め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
昭
和
四
一
年
（

村
合
併
一
〇
周
年
・
中
学
一
、
○
周
年
）

に
制
定
さ
れ
た
「
敬
老
の
日
」
に
、
恒

例
の
行
事
と
し
て
根
を
お
ろ
し
て
い
る
。

　
九
月
．
五
日
の
老
人
会
の
張
り
切
り

よ
う
は
大
変
な
も
の
。
地
域
あ
げ
て
の

行
事
と
な
り
、
文
化
祭
と
共
に
小
中
学

生
の
晴
れ
舞
台
と
も
な
っ
て
い
る
。

○
　
卒
業
記
念
奉
仕
活
動

　
』
一
年
生
は
卒
業
期
が
近
づ
く
と
、
校

舎
を
き
れ
い
に
し
て
後
輩
に
引
き
つ
ぎ
、

「
愛
校
心
を
持
と
う
已
を
合
善
、
口
葉
に
、

1
海
外
体
験
記
－

　
　
　
　
怠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
　
　
　
ノ

例
年
校
舎
や
校
具
の
修
理
を
計
画
す
る
。

　
昨
年
は
廊
下
や
体
育
館
の
腰
板
補
修

作
業
を
や
っ
て
く
れ
た
。
本
年
も
期
待

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

◎
　
学
校
運
営
の
重
点

　
し
っ
か
り
勉
強
す
る
こ
と
、
全
員
が

部
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
の
二
つ
で
あ

る
。
部
活
動
も
、
男
子
は
野
球
、
女
子

は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
あ
る
。

　
先
生
方
の
指
導
L
の
r
夫
も
、
生
徒

に
た
し
か
な
学
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
、

強
い
意
志
と
体
力
を
養
う
こ
と
に
あ
る
。

こ
の
両
面
を
推
進
す
る
こ
と
が
、
生
徒

の
生
活
に
張
り
を
持
た
せ
、
将
来
の
よ

い
思
い
出
と
も
な
る
も
の
と
確
信
し
て

い
る
。

ン
グ
ラ
テ
ィ
シ

　
山
一
つ
な
く
、
川
・
川
の
デ
ル
タ
地

帯
。
北
海
道
の
一
・
八
倍
の
面
積
に
、

人
口
約
八
千
一
．
一
百
万
人
が
生
活
し
、
農

業
を
主
と
し
、
一
九
七
一
年
の
独
立
戦

争
に
勝
利
し
、
八
．
、
懸
命
に
自
国
自
立

の
た
め
燃
え
て
い
る
ベ
ン
ガ
ル
の
大
地
、

バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
人
民
共
和
国
で
あ

る
Q　

自
分
は
今
回
日
本
健
青
会
（
以
下
N

K
K
）
東
南
ア
ジ
ア
視
察
調
査
団
長
と

し
て
（
一
行
三
名
）
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ

ュ
国
（
以
下
バ
国
）
と
タ
イ
国
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
ラ

　
　
　
ユ
　
　
ー

　
　
　
富
井
　
　
利
明

て
、
四
月
八
日
～
四
月
予
七
日
バ
国
、

四
月
卜
八
日
～
四
月
二
十
一
日
タ
不
国

の
．
一
ケ
国
に
つ
い
て
旅
し
た
。

　
当
会
と
友
好
関
係
に
あ
る
バ
ン
グ
ラ

デ
ィ
シ
ュ
農
村
青
年
連
盟
（
以
下
B
G

J
S
）
の
案
内
で
、
B
G
J
S
の
活
動

状
況
、
農
村
の
実
態
、
子
供
達
の
様
子
、

N
K
K
よ
り
婦
人
の
職
業
訓
練
用
と
し

て
送
っ
た
足
ふ
み
ミ
シ
ン
の
利
用
状
況

等
、
視
察
調
査
の
た
め
、
原
地
の
人
々

と
生
活
を
共
に
し
、
見
聞
し
、
体
で
感

じ
B
G
J
S
の
生
の
声
を
聞
き
、
日
本

と
ア
ジ
ア
の
友
好
、
連
帯
の
促
進
、
相

互
理
解
、
又
協
力
活
動
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
素
直
な
気
持
で
現
実
を
見
つ
め

て
き
た
。

　
こ
の
バ
国
に
つ
い
て
も
う
少
し
簡
単

に
紹
介
す
る
と
、
か
つ
て
西
パ
キ
ス
タ

ン
の
植
民
地
で
あ
っ
た
東
パ
キ
ス
タ
ン

が
イ
ン
ド
の
介
人
も
あ
り
、
一
九
七
一

年
の
十
二
月
独
立
し
た
新
生
国
家
で
あ

る
。
独
立
し
た
と
い
っ
て
も
産
業
は
な

く
地
下
資
源
も
な
く
、
人
々
の
生
活
は

貧
困
の
代
名
詞
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

文
旨
率
七
十
九
％
と
高
く
農
村
部
に
お

い
て
は
医
療
機
関
等
ま
っ
た
く
な
く
、

子
供
は
五
才
ま
で
に
四
分
の
一
が
亡
く

な
る
と
い
う
恐
ろ
し
い
幼
児
の
死
亡
率

で
あ
る
。
宗
教
的
に
イ
ス
ラ
ム
教
徒
が

最
も
多
く
八
十
％
を
占
め
、
次
い
で
ヒ

ン
ズ
ー
、
仏
教
と
な
っ
て
い
る
が
、
宗

教
的
に
女
性
は
、
結
婚
す
る
と
人
前
に

出
な
い
た
め
教
育
、
職
業
訓
練
、
家
族

計
画
、
保
健
衛
生
等
の
推
進
に
大
き
な

ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
（
以
下
次
号
に
つ
づ
く
）

ヘ
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
の
様
子
を
伝
え

る
写
真
と
同
国
の
子
供
達
の
絵
が
六
月

五
～
六
日
に
わ
た
っ
て
総
合
セ
ン
タ
ー

に
展
示
さ
れ
ま
す
。
又
、
五
日
夜
七
時

半
か
ら
同
国
を
紹
介
す
る
八
ミ
リ
映
写

会
が
同
会
場
で
催
さ
れ
ま
す
の
で
お
で

か
け
下
さ
い
．
）


